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特定非営利活動法人 ＷＲＯ Ｊａｐａｎ  

１ 事業の成果 
 1 事業実施の成果 
令和 5 年度は、新しい活動の構築が進められた年であった。WRO Japan 決勝大会は、東京都立産業貿易

センター浜松町館で開催され、11 月に国際大会が開催されるパナマのペレ駐日全権大使にもおいでいた

だき、盛況のうちに開催することができた。 
WRO Japan 決勝大会では、全 4 競技のチームが一つの会場で熱戦を繰り広げた。ROBO MISSION 競

技では全国 35 の公認予選会から選抜された 140 チーム、FUTURE INNOVATORS 競技では事前審査か

ら選ばれた 9 チーム、ROBO SPORTS 競技では、東西予選会から選抜された 12 チーム、FUTURE 
ENGINEERS 競技では、事前申し込みのあった 8 チームが参加し、熱戦の末、14 チームが WRO 2024 
パナマ国際大会に出場する権利を得た。 
本年度は、引き続き一般社団法人東京倶楽部の文化活動助成の交付金をいただき、WRO 2024 Japan 決
勝大会で国際大会出場チームとして選ばれた 14 チームを対象とした 2 泊 3 日の「チーム強化合宿」を

開催した。合宿の特徴として、過去の WRO 国際大会参加経験者 WRO OBOG 4 名が中心となって合宿

の運営を進めた。合宿を通じて、技術力の強化のみならず、選手およびコーチが「日本代表」として結束

を固めたことで、国際大会参加へのモチベーションアップ、さらには国際大会での優秀な成績につなが

った。 
パナマ・パナマシティで開催された WRO 2024 パナマ国際大会には、世界 73 の国と地域から 365 チー

ムが集結し、日本チームは大健闘の結果、ROBO MISSION 競技 エレメンタリー部門で過去最高の 5 位

や、FUTURE INNOVATORS 競技ジュニア部門で 6 位入賞のチームが、各国チーム間の投票の結果最多

得票のチームに授与される「TEAM AWARD」もダブル受賞するなど、計 5 チームが入賞という素晴ら

しい成績をおさめることができた。 
これに先立ち、9 月には、デンマークで開催された WRO Friendship Invitational Tournament にも日本

から 3 チームが参加し、FUTURE IONNOVATORS 競技では、見事 4 位に入賞した。WRO Friendship 
Invitational Tournament は、より多くの子どもたちに国際大会に出場する機会を提供するというコンセ

プトのもと開催されるもので、選手間の交流やレクリエーションにも力をいれている。WRO Japan で

は、前年の Japan 決勝大会で、11 月の国際大会出場を惜しくも逃した次点のチームに参加権利があると

している。 
第 16 回目の開催となった教育シンポジウムは、その利点を活かしたオンライン開催とし、結果、海外日

本人学校からの参加もあった。基調講演は、学校法人岩谷学園ひがし北海道 IT 専門学校設立準備室主任

の大谷 昌生氏をお迎えして講演をしていただいたほか、ロボットを活用したプログラミング教育に関

する８件の事例発表、そして新たな試みとして、「EV３およびスパイクへの言語系プログラムについて」

と題して開催したワークショップでは 3 件の発表があり、34 名がオンラインで聴講した。 
普及啓発事業では、昨年度、新規の取り組みとしてプログラミング授業をおこなった東京都狛江市立狛

江第三小学校の特別支援学級が WRO Japan 決勝大会にオンラインで参加するためのサポートをおこな
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ったほか、スポンサー企業であるダイハツ工業株式会社のご協力を得て、5 年生の社会科授業を受け持た

せていただき、「自動車工業」について、講話+プログラミングを学んで自分たちで小さな車を動かす、と

いう授業をおこなうことができた。 
 
２ 事業の実施に関する事項 
（１） 特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【    14,813  】千円） 

事業名 事 業 内 容 実 施 日 
実 施 

場 所 

従事者 

の人数 

受益対象者の範囲 

及び人数 

支出額 

（千円） 

教育推進 教育的ロボット競技コンテストの開催

（WRO Japan  ROBO SPORTS 大会） 

7 月 17-18 日 

7 月 23-24 日 

奈良 

東京 

20 名 ロボット製作、競技に関心のあ

る子ども、指導者約 100 名 

 

729 

教育的ロボット競技コンテストの開催 

（WRO Japan 決勝大会） 

8 月 28 日 東京 200 名 ロボット製作、競技に関心のあ

る小中高生および教員・指導者

約 500 名 

 

5,513 

国際大会参加チームを対象としたチーム

強化合宿の開催 

10 月 7-9 日 東京 10 名 ロボット製作、競技に関心のあ

る子ども、および教員・指導者

約 50 名 

 

1,881 

WRO 国際大会参加 9 月 21-24 日 

11 月 7-9 日 

デンマー

ク 

パナ  

5 名 ロボット製作、競技に関心のあ

る子ども、指導者等約 120 名 

 

5,994 

国内教育シンポジウムの開催（オンライ

ン開催） 

 

12 月 10 日 オンライ

ン 

2 名 ロボット教育に携わる小中高教

員、教育学研究者、および地域

活動従事者 約 30 名 

 

50 

公立小学校特別支援学級、及び普通級で

のプログラミング授業 

5 月-7 月、 

10 月 

東京都 3 名 特別支援学級児童 6 名、5 年生

児童約 100 名、及び教員、指

導者約 10 名 

 

263 

普及啓発 

 

公式サイト運営、新概要パンフレット配

布 

随時  5 名 不特定多数  

383 

 
（２）その他の事業                       （事業費の総費用【   0  】千円） 


